
『狭い？街・東京』 

 

東京下町（江戸川区・葛飾区・墨田区・足立区・荒川区など）は昔ながらの街

並みが残っていて情緒深いものです。一方、長屋や住宅、古い商店街など沢山

の建物がひしめきあっているのも“下町”の特徴のひとつです。住宅街をのぞ

いてみれば、高度経済成長に乗って細かく切り売りされたたくさんの建売住宅。

幹線道路沿いに行けば、鉄筋コンクリートの商業ビルが所狭しと立ち並んでい

る。いわゆる「狭小敷地」「変形敷地」とは、東京ではめずらしいことではない

のです。道路が狭いのも特徴のひとつです。 

 

 

『狭小地に家を建てることはできるのか？』 

 

限られた敷地に家を建てるとき、やはり出来るだけ広く部屋を取りたいという

希望があります。家族の人数に合わせて部屋数を決め、建物プランにそれを盛

り込んでいく。そうするとだんだん部屋が狭くなっていき、息が詰まりそうな

家になってくる。もう少し土地がひろければなあ、部屋がもう少しとれたらな

あ、収納がたりないなあ、などと要望が次から次へと湧き出てくる。広い敷地

に余裕をもって建てるならどのようにでも出来ますが、狭小地となるとそうは

いきません。そのうち違反建築で建物を広くしてもらおうか、バッヂのついた

えらい方にお力添えしてもらおうか、などよからぬ考えさえ出てきたりします。

物理的に無理が積み重なっていき、「もっと広い土地に住み替えようかなあ」

「売ってマンションにでも…」という発想にたどり着く…。考えてみてくださ


